






























































































































































































































































































  6 ソニー幼児教育支援プログラム『科学する心を育てる』、実践事例集 vol. 7、2010 年、4-5 頁。（http://
www.sony-ef.or.jp/preschool/practice/vol7）
















  午前 10 時 20 分
  　 影はまだ眠っている。だから窓のなかにいる。仲間のような、友達のような、あけぼのと一緒に、
おひさまがやってくる。
  午前 10 時 30 分
子どもにとって影とは何か（安部） 17
  　今こそ、影がつくられるとき。それはまるで、日光のしずく。もうすぐ何かが起こる！
  午前 10 時 32 分
  　 影が開き始める。影さんは開こうともがいている。影さんをがんばらせているのはおひさま。お
ひさまの光に助けられて開く。






  午前 11 時 25 分
  　 たそがれがやってくる。つまり、影さんは死んでいく。影さんは行ってしまう。そのとき、思い
出も一緒に持っていく。
  午前 11 時 30 分
  　四分が過ぎた。影さんは黒っぽくなってきて、消えてしまう。
  　影はまだ眠っている。
  　（『驚くべき学びの世界　レッジョ・エミリアの幼児教育』、株式会社 ACCESS、2011 年、82-3 頁）
15 同上、74 頁。 
16 例えば、次のようなものがある。梶井基次郎「K の昇天」（『檸檬』、新潮文庫）、シャミッソー（著）・
池内紀（訳）『影をなくした男』（岩波文庫）、アンデルセン（著）・大畑末吉（訳）「影法師」（『ア
ンデルセン童話集　3』、岩波文庫）、あまんきみこ『ちいちゃんのかげおくり』（あかね書房、1982 年）、
荘子（著）・福永光司・興膳弘（訳）「罔両」（『荘子　内編』、ちくま学芸文庫）、プレーズ・サンドラー
ル（文）・マーシャ・ブラウン（絵）・尾上尚子（訳）『かげぼっこ』（ほるぷ出版、1983 年）、アーシュ
ラ・K. ル＝グイン（著）・清水真砂子（訳）『ゲド戦記』（岩波書店）
  　これらの作品に登場する影は多様であるが、「魂・生命としての影」、「もうひとりの自分としての
影」、そしてそれらとは異なる影に分類することが出来るように思われる。まず、魂、生命と関わる
ものとしての影である。魂としての影を示しているのが、梶井基次郎「K 氏の昇天」、あまんきみこ『ち
いちゃんのかげおくり』である。これに対して、アンデルセン「影法師」、シャミッソー『影をなく
した男』においては、影は対立すべきもうひとりの自分として書かれている。『ゲド戦記』もやや違
和感はあるものの、この区分に属するものと思われる。そして、これらとは異なる影を示している
のが、サンドラール『影ぼっこ』、荘子「罔両」である。サンドラールの『影ぼっこ』はアフリカの
口承文芸をもとに書かれているが、その中で影は精霊「影ぼっこ」として書かれている。先の二つ
の影が、誰かの影であったとすれば、「影ぼっこ」はあらゆるものの影であり、普段は森の中に住み、
ときに応じて現われる独立した存在として描かれている。また、荘子「罔両」においては、人と影
との間にあった明確な境界があいまいなものとして描かれている。言い換えれば、「罔両」では他の
作品に見られたような確かな実体としての人もまた影と同様の存在として描かれている。
　 　また、影と心の問題を論じたものとして、河合隼雄『影の現象学』（講談社学術文庫）がある。
